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当会は、2003年 6月に発足致しました。私が「さくらだこ」に参加し始めたのは、2005年ですので、発足から 2年後か

らでした。発足当時の記録を紐解くと、「茨城県北地域に住む言語障碍者の親睦と、社会復帰の一歩を作る」事を目的

に、失語症の方と 1 人の ST が話し合い、そこから立ち上げに至ったとあります。    

当時、水戸市には、失語症友の会「葵の会」がありました。日立市から水戸までは３０㌔弱あるため、失語症友の会に

参加したいと思っても、遠方で参加できない方もいたと思います。会に残っている、2003 年 7 月の例会の記録では、失

語症の方が 4名、ご家族が 1名、STが 6名の小規模から開始したようです。一時期は 20名を超える会員数がいました

が、加齢や体調、入院や入所、ご家族の都合など、そしてこの 3 年はコロナ禍の影響もあり、現在は会員 7 名、家族会

員 6名です。ST は 20 名程度が、交代で参加しています。現在の会員は、日立市、東海村にお住まいの方々です。一時

は、高萩市、常陸太田市や、ひたちなか市と、幅広い地域から参加されていました。 

会の名前の「さくらだこ」の由来は、日立市の市のさかなである「さくらダコ」から命名されました。会の発足と同じ、

2003 年に市のさかなに決まりました。日立市は、太平洋に面しており漁港も複数あります。「さくらダコ」は市内海域で捕

れ、年間を通して市内漁港に水揚げされています。「さくらダコ」のちまきや、タコ飯も美味しいです。是非、皆様も一度召

し上がって下さい。 

友の会の活動も、かつては、会員でバス遠足で北茨城市まで足を延ばしたり、バーベキュー、料理教室、書道、絵手

紙、新年会、二胡の演奏会、サックスの演奏会、バンドの演奏会を聞いたり、栄養士さんや、歯科衛生士さん、臨牀検

査技師さんをお呼びして講義を受けたり・・様々な行事を行っていました。現在は、コロナ禍の影響もあり、行事は行わ

ず、年 9回の例会を行っています。昨年から、例会に「失語症意思疎通支援者」の方も、参加して下さるようになりました

。 

今から 17年前の、2006年 9 月の第 24 回全国失語症者のつどい茨城大会が開催の時にも、会員は参加、協力を致

しました。全国大会の準備も兼ねて、2002 年から毎年県内の失語症者のつどいを開催したのですが、会員の方々が壇

上に上がり、体験発表をしたり、友の会紹介をしたりと、一致団結して仲間と交流し、応援した事は印象に強く残ってい

ます。心が通う交流が出来たことは、今でも温かい思い出として心に残っています。 
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巻 頭 言

ひたち中央失語症の会  

「さくらだこ」の紹介  

 

         日立総合病院  言語聴覚士  

    中村晴子  

 

当会は、2 0 0 3 年 6 月に発足致しました。私が

「さくらだこ」に参加し始めたのは、 2 0 0 5 年です

ので、発足から 2 年後からでした。発足当時の

記録を紐解くと、 「茨城県北地域に住む言語障

碍者の親睦と、社会復帰の一歩を作る」事を目

的に、失語症の方と 1 人の S T が話し合い、そこ

から立ち上げに至ったとあります。     

当時、水戸市には、失語症友の会「葵の会」

がありました。日立市から水戸までは３０㌔弱あ

るため、失語症友の会に参加したいと思っても、

遠方で参加できない方もいたと思います。会に

残っている、 2 0 0 3 年 7 月の例会の記録では、

失語症の方が 4 名、ご家族が 1 名、 S T が 6 名

の小規模から開始したようです。一時期は 2 0

名を超える会員数がいましたが、加齢や体調、

入院や入所、ご家族の都合など、そしてこの 3

年はコロナ禍の影響もあり、現在は会員 7 名、

家族会員 6 名です。 S T は 2 0 名程度が、交代で

参加しています。現在の会員は、日立市、東海

村にお住まいの方々です。  

一時は、高萩市、常陸太田市や  

ひたちなか市と、幅広い地域から  

参加されていました  

会の名前の「さくらだこ」の由来は  

日立市の市のさかなである  

「さくらダコ」から命名されました。  

会の発足と同じ、2 0 0 3 年に  

市のさかなに決まりました。日立市は、太平洋

に面しており漁港も複数あります。「さくらダコ」

は市内海域で捕れ、年間を通して市内漁港に水

揚げされています。「さくらダコ」のちまきや、タ

コ飯も美味しいです。是非、皆様も一度召し上

がって下さい。  

友の会の活動も、かつては、会員でバス遠足

で北茨城市まで足を延ばしたり、バーベキュー、

料理教室、書道、絵手紙、新年会、二胡の演奏

会、サックスの演奏会、バンドの演奏会を聞い

たり、栄養士さんや、歯科衛生士さん、臨牀検

査技師さんをお呼びして講義を受けたり・・様々

な行事を行っていました。現在は、コロナ禍の

影響もあり、行事は行わず、年 9 回の例会を行

っています。昨年から、例会に「失語症意思疎

通支援者」の方も、参加して下さるようになりま

した。  

今から 1 7 年前の、2 0 0 6 年 9 月の第 2 4 回全

国失語症者のつどい茨城大会が開催の時にも、

会員は参加、協力を致しました。全国大会の準

備も兼ねて、2 0 0 2 年から毎年県内の失語症者

のつどいを開催したのですが、会員の方々が壇

上に上がり、体験発表をしたり、友の会紹介を

したりと、一致団結して仲間と交流し、応援した

事は印象に強く残っています。心が通う交流が

出来たことは、今でも温かい思い出として心に

残っています。  

 

https://www.japc.info/
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当会は、2003 年 6 月に発足致しました。私が「さくらだこ」に参加し始めたのは、2005 年ですので、発足か

ら 2 年後からでした。発足当時の記録を紐解くと、「茨城県北地域に住む言語障碍者の親睦と、社会復帰の一歩

を作る」事を目的に、失語症の方と 1 人の ST が話し合い、そこから立ち上げに至ったとあります。    

当時、水戸市には、失語症友の会「葵の会」がありました。日立市から水戸までは３０㌔弱あるため、失語症

友の会に参加したいと思っても、遠方で参加できない方もいたと思います。会に残っている、2003 年 7 月の例

会の記録では、失語症の方が 4 名、ご家族が 1 名、ST が 6 名の小規模から開始したようです。一時期は 20 名

を超える会員数がいましたが、加齢や体調、入院や入所、ご家族の都合など、そしてこの 3 年はコロナ禍の影響

もあり、現在は会員 7 名、家族会員 6 名です。ST は 20 名程度が、交代で参加しています。現在の会員は、日

立市、東海村にお住まいの方々です。一時は、高萩市、常陸太田市や、ひたちなか市と、幅広い地域から参加さ

れていました。 

会の名前の「さくらだこ」の由来は、日立市の市のさかなである「さくらダコ」から命名されました。会の発

足と同じ、2003 年に市のさかなに決まりました。日立市は、太平洋に面しており漁港も複数あります。「さくら

ダコ」は市内海域で捕れ、年間を通して市内漁港に水揚げされています。「さくらダコ」のちまきや、タコ飯も

美味しいです。是非、皆様も一度召し上がって下さい。 

友の会の活動も、かつては、会員でバス遠足で北茨城市まで足を延ばしたり、バーベキュー、料理教室、書道

、絵手紙、新年会、二胡の演奏会、サックスの演奏会、バンドの演奏会を聞いたり、栄養士さんや、歯科衛生士

さん、臨牀検査技師さんをお呼びして講義を受けたり・・様々な行事を行っていました。現在は、コロナ禍の影

響もあり、行事は行わず、年 9 回の例会を行っています。昨年から、例会に「失語症意思疎通支援者」の方も、

参加して下さるようになりました。 

今から 17 年前の、2006 年 9 月の第 24 回全国失語症者のつどい茨城大会が開催の時にも、会員は参加、協力

を致しました。全国大会の準備も兼ねて、2002 年から毎年県内の失語症者のつどいを開催したのですが、会員

の方々が壇上に上がり、体験発表をしたり、友の会紹介をしたりと、一致団結して仲間と交流し、応援した事は

印象に強く残っています。心が通う交流が出来たことは、今でも温かい思い出として心に残っています。 
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訃報 

特定非営利活動法人日本失語症協議会常任

理事で 言語聴覚士の山本弘子様が、 

2023 年 3 月 11 日ご逝去されました。 

会員の皆様にご報告いたします。 

故人は、協議会にあっては調査研究事業・

相談事業・講習会・講演会・友の会のご支援

等多方面にわたりご尽力されました。 

謹んでご冥福をお祈りいたします。 

合掌 

 

皆様のご厚情に心から感謝し上げます。 

 

ゆうちょ寄付者お名前です。 

（順不同・敬称略）お名前記載のない場合は事務局まで御連絡をお願い致します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

赤嶺愛子  足立博子  阿部裕実   伊崎祥造  石川守  石﨑さとみ  市川正美  出澤登 

伊藤聖子  岩島満夫  梅津今日子  海老沢敬  大塚善一 大西知子   大西康史  大前美由紀  

大類和之  岡田充弘  岡田理砂子  小川弥生  表聖司  角田久里子  加藤忠義  川口安弘  

川崎靖   河島進   神田裕    木村高子  久保島好之 黒木邦俊  児島その  五反地静代 

後藤悦子  斎藤敏文  坂田雄治   佐々木正博 佐藤誠一  柴田すが子 志摩進   清水江美子 

志村哲   志村孝子  進藤美也子  進藤雄二  須田悦子  園田暎良   園田尚美  高倉正子  

竹田和代  田中秀明  田中昌明   田中加代子 田中真寿美 田中喜子   中川智之  中村光   

長屋洋子  沼崎知江子 橋本秀久   橋本ゆき  橋本幸枝  濱本王枝   早川晴美  林静子   

林百合子  比嘉なな子 平澤哲哉   古山高   星野トヨコ 北海道失語症友の会    堀間力夫   

益尾正典  益尾禎子  升谷直美   間々田佳代子 丸井美恵子 宮越くに  目黒周子  森永京子   

森山満敏  八島三男  山口礼子   山﨑きみ子  山本剛正  山本弘子  横井美代子  横田清   

横田聖子  横森美知子 横山眞太郎  綿森淑子   和田修   和田妙子       (計 93名) 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

毎月ワンコイン(500円)寄付は、こちら 

｢通常貯金(総合)口座｣のある方 

その口座をそのまま使えます 

① 申込書に記入・捺印 

② 申込書を協議会へ送る 

(申込書は、ホームページから印刷できます。 

又ご連絡いただければお送りいたします。) 

 

その他の寄付は、こちらへ 

ゆうちょ銀行(口座番号) 0018-7-174216 

三井住友銀行 新宿支店(普通預金) 2883558 

特定非営利活動法人日本失語症協議会 宛 

2022年 10月から 2023年 2月まで御寄付を頂戴した方 (順不同・敬称略) 

事務所の諸経費に使わせていただきます。 

｢失語症の訓練教材ｰ 140の教材と活用表第 2版｣の著者一同 

宮田睦美  匿名 1名  上原義男  加藤忠義  高村紀子  比嘉なな子 
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失語症カフェ（ワックル）が 

かわります！！ 

 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 

ご案内（１） 

失語症カフェワックル三鷹新川が、4月から開始、 

「食房むうぶ」三鷹市新川 6-9-23  

TEL：0422-43-4600 

偶数月・第 3金曜日 15時から 17時まで 

お近くの方、ぜひお立ち寄りください。 

参加費は、ドリンク１杯分「むうぶ」にご注文下さい。 

ご案内（２） 

失語症カフェ「ワックル」荻窪開催、2023年度から 

奇数月第 3日曜日に変更になります。 

参加費は 1回 1,000円に変更します。 

【編集後記】 

◆今号は、全国大会特集号です。 

「友の会だより」「言語聴覚士の四方山話・脳

トレ」は 5月発行の次号に掲載します。 

◆失語症の日イベント第 1 部に私が夫と共に登

壇します。判りやすい要点筆記の字幕付きです。

ぜひ御覧ください。 

◆今年のさくらは、だれと見ましたか？ 【進】 

ご案内（3） 

家族カフェ「ワックル」は、3月で終了します。 

2023年度（4月）からは、｢失語症無料個別相談会｣

に模様替えをします。 

電話・メールにて日程調整後、相談形式とします。 

（Zoom でのご相談も可能です。） 
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